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事 項 インフルエンザに関する注意報発令について

所 管 保健福祉部 健康増進課 感染症保健係 川上，有馬
直通 ２８６－２７２４（内線 ２７２４）

感染症発生動向調査事業によるインフルエンザの発生報告数が増加し，かつ地域的な広

概 要 がりも見られ，注意報発令基準を超えたことから，県下にインフルエンザ流行発生注意報

を発令します。

１ インフルエンザの発生状況

（１）各保健所の状況

（調査期間 第２週報（速報）１月７日～１月１３日）

内 容

※注意報の発令について

定点当たり１０．０以上の保健所の人口割合の合計が，県人口の30％を超えている

ことなどを目安に発令している。

（２）発生状況の推移 （３）年別発生状況

報告週 報告数 定点あたり 累計報告数

（人） 報告数
５２週 (12/24～12/30) 29 ０．３１ 平成20年 16,720

１週 (12/31～1/6) 120 １．２９ 平成21年 63,993

２週 (1/7～1/13) 725 ７．８０ 平成22年 7,260

平成23年 25,883

平成24年 33,791

２ 県の対応

（１）市町村，学校関係，医療機関などの関係機関に注意報発令を周知するとともに，注

意喚起を依頼する。

（２）県のホームページに県民向けのインフルエンザ予防策を掲載

取材案内 取材については，上記担当課へ連絡ください。

○ 鹿児島市 13.78 607 36% 姶良 2.36 214 12%
指宿 7.00 44 3% 志布志 5.00 86 5%
加世田 6.67 100 6% 鹿屋 5.25 163 9%
伊集院 8.17 82 5% 西之表 0.00 32 2%

○ 川薩 11.00 123 7% 屋久島 1.00 14 1%
出水 7.40 89 5% 名瀬 8.80 73 4%
大口 4.00 29 2% 徳之島 6.20 44 3%

合計 43%
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※ 注意報レベルにある ２保健所（１０．０以上）の人口の県人口に対する割合

※ 県人口：１，７００千人　　　　注意報レベル(○印）保健所人口：　　　７３０千人
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（別紙）

インフルエンザの予防について

１ インフルエンザはこのように感染します

患者の咳などで空気中に拡散されたウイルスを鼻腔など気道に吸入すること等によって感

染します。

２ インフルエンザの症状

インフルエンザにかかると38度以上の発熱，頭痛，関節痛，筋肉痛など全身の症状が強く，

あわせて，のどの痛み，鼻汁などの症状も見られます。さらに気管支炎，肺炎などを併発し，

重症化することが多いのもインフルエンザの特徴です。

３ インフルエンザを予防するには

（１）十分な栄養と睡眠をとる

（２）外出後には手洗い・うがいをする

（３）必要時以外は人混みをさける

（４）室内を乾燥させない

４ インフルエンザにかかったら

（１）風邪だと考えずに，医療機関を受診して治療を受けましょう。

（２）安静にして，休養をとりましょう。睡眠不足は一番の大敵ですから，睡眠を十分にとること

が大切です。なお，休養をとることは，自分の体を守るだけでなく，他の人にインフルエンザ

をうつさないという意味でも重要なことです。

（３）空気が乾燥すると，インフルエンザにかかりやすくなりますので，部屋の湿度を保ちましょ

う。

（４）水分を十分に補給しましょう。お茶，ジュース，スープ，お味噌汁など飲みたいもので結構

です。


